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"150道路交通安全マネジメントシステム規格、 15039001を発行
ISOは道路の交通安全に関するマネジメントシステム規格であるISO 39001を発行した.本規格は、交

通事故による死亡と大怪我を減少させたい政府、自動車保有者、運転者および全世界の関係するすべての

組織のための第三者認証用の規格である.. ISO 39001は、スピード、運転条件などのドライパー意識を含

む安全面に関して、最新の要求事項を含んでいる.. ISO 39001 :2012 道路交通安全(RTS)マネジメント
システム一穂用のための指針を備えた要求事項は、道路交通安全2011-2020国連活動にも大きく貢献する

ものと見なされている。

道路交通安全(RTS)マネジメントシステムの要求事項を規定。

この規格の要求事項は、以下を含む。

-適切なRTS方針の策定や実施

-法的要求事項及び組織が同意するその他の要求事項を考慮に入れた目的の設定

・組織が管理できるもの、影響を及ぽすととができるものとして特定するRTSに関係する要素や規格

についての情報

http://www担∞昭j回)!horne/nevvs_ÚlCÙ翠/nevvs_arct.üve/ne~包n百曲d=Ref1661

@φ プロジェクトマネジメントに聞する新しい150規格
より速く、より費用をかけずに結果を出さなければいけないプレッシャーをかかえるなか、プロジェク

トマネジメントのグッドプラクティスに関する新規格ISO 21500:2012 プロジェクトマネジメントの指

針が発行された。これは官民あるいは地域組織を含むすべてのタイプの組織がすべてのタイプのプロジェ

クトに、複雑さ、規模および継続期聞に関係なく使用する乙とができるe プロジェクトマネジメントは今

やビッグビジネスである.. lSO 21500は計画されたプロジェクトマネジメントファミリー規格の最初の規

格であり、IS(コ10006:2003 品質マネジメントシステムープロジェクトにおける品質マネジメントの指針、

IS010007:2003 品質マネジメントシステムーコンフィギュレーション管理の指針、 IS031000: 2009リ

スクマネジメントー原則及び指針などの、関連する国際規格と整合するよう策定されている.

h社P://wwwj皿ο昭/国)/l旧me/nevvs_Úld既/nevvs_arct.üve/ne~国百曲d=Ref1662
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テクノフア最新ニュース

.第2回テクノファフォーラム・太阪盛況にで闇講

2012年10月 23日(火)エルおおさか(大阪府立労働センター)

にて、開催した第2回テクノファフォーラムは約150名様にど参

加いただき、無事終了いたしました.アンケートでいただいた

コメントでも「無料でとれだけ良い質の情報を得ちれたJ rどれ

も興味深い内容だったJ r大阪以外でも開催して抵ししりなどの

高評価をいただきました。テクノファフォーラム・大阪の講演内

容は、当テクノファニュースの本号に掲韓いたします.

テクノファでは今後も年1閏ベースで大阪でのテクノファフォー

ラムを開催する計画です。

.内閣府のカーボンマネジャー制度{省工ネ・温室効果ガス削蝿分野の人柑宵成制康}が鎗動。
テクノフアでは内閣府の委託による実証事業に錬曹、 研修を予定しています@

内閣府は、「新成長戦略」における I国家職略プロジェクト」のひとつとして、実践的な職業能力の評

価・認定制度(キャリア段位制即の構築と育成プログラムを含めた全体を『実鴎キャリア・アップ戦略」

として進め、今後雇用創出が期待される成長分野から、「カーボンマネジャー」を含めた 3業種(他は介

護、農業)を、実施に移していくとととしています。

カーボンマネジャー制度は7つのレベル〈段位)で構成され、初心者は研修(セミナー)を受講し、所定の

試般に合格するとレベル 1 に到進レベル2--4までは、研修を受講・合格するだけでな〈、経験などの

一定条件を満たす必要があります.業レベル 5以上には研修はなく、経験などの実績で評価.

テクノファは “実証事業" の一環として、 2011年に、レベル 1--4の各種研修を開催しました.今後

は被災3県を中心に、複数回の研修を開催する予定です.

くカーボンマネジメント人材(カーボンマネジャー)における特徴> <要約 ・抜粋)

レベル 『トップ・プロフエツシgナル」 としての憧 レベル 『自社等において責任を持って、チーム

7 
プ

カを有する 4 への指示・指導を実鴎できる」

『他社へ専門・高度なサーピスの提供Jや「他社 3 「応用技術を実践できるJ
6 ロ 同士の連揮の支援・調整jなどを実踊できる 『基礎技術を実践できる」2 

5 rfl齢台、の有料サービスの鍵棋を実践できるJ 1 入門 『各種制度、代表的手法などを理解できるJ

.QMS審査員のCPD 5時間対応新コース f平締良人による規格の置新情報jσQ02)開講

JRCAのQ陪審査員資格基準が改訂され、 2013年1月 1 日より、 QMS審査員のCPD実績が、 審査員摘は
1年間合計5時間以上に変わりますo (※QMS圭任審査員・ 審査員は15時間以上に変更なし〉

IS<コ/τ'C176/SC2園内委員であり、元国0バ'MB/TAG対応園内委員として規格改正の場に直接携わる機会

の多い弊社代表の平林良人が講師を務め、IS09001ファミ リ一規格他規格の最新動向や規格制定の背景を

解説します.審査員輔の方はもちろん、審査員・主任審査員の方にも興味深い内容となっております。本

コースは、J!I崎で毎月 1回開催、大阪はもちろん来期は名古屋での開催も計画しています.

*畏語科: 1，6;800円(穂込・昼食込、テクノファ会員ほ15，120円)

*時間: 10時岡崎 '16時間同

翼民スタート時は一部目白マネジメントシステム麗格の共通化と次期IS09001改正への事曹J (SQ33) と重視した内容と

なっておりますので、ご注意ください.なお、毎年度または規格改正動向の状況に応じて都度内容を政訂します.
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第2固テクノフアフォーラム大阪 講演慨要|
2012年10月23日に行われたテクノファフョrーラム・大阪記おいては、"社平林良人代表

取締役「今後のI鉛 9001に関するQMSコンセプトJ 、紺三菱総研の野口和彦氏「目援達成
のためのリスクマネジメントEゆ31∞0概要J、福丸テクノマネジメント福丸典芳氏 f業構プ
ロセスの設計訟とその活用j の 3つの鵠演が無科で開催され、野評を博した。それぞれの爺
演の概略をご紹介する.

【目標達成のためのリスクマネジメント15031000銀要} 野口籾憲氏

従来のリスクマネジメントは、安全、情報、環

境といった分野固有の業務管埋ツールとして主に

用いられてきた。リスクはネガティブなものを意
味すると考えられてきたため、如何に悪い影響を

コントロールするかという点に焦点が当てられて
きた.しかし、IS031000は「組織経営を最適化す

るツールJ として開発され、今までとは異なるコ

ンセブトである。
リスクの定義は変化している。これまではリス

クは、 「発生の確率8被害の大きさj であるとい

うアメリカの原子力委員会の定義舎はじめ、各種

あり、定量的に評価することがリスクアセスメン
トの常道であったカ!1，阪)31000では必ずしも数字
で評価しなければならないということにならない.

I IiSOガイド乃、 IS031繊のリスクの鵡
・リスク:目的に対する不信かさの膨'
ロ注1!1 膨唱，とは、調書侍されている二とから、よい方向At$... 〆又
は.~、方向lこ.践する二と.

a 注脂鰍目的f事、例i.lfttll償金衡さ主'..，こ関する測量E
自由りなど、~*ぢまな側面f'もち‘'除'書・組織全体・ブ'a!/.:r.タド
製品・プロセス.(i:どさ事ざまなレベル司!I量定され4・~.

中.
a 注1!5 不織かさとは、羽陣像、その.1降、又はそのsζりやすさ
に目ーするtIt眠、程調車、活し〈はまa・1JC. たとえ続分自ーでも~J臨し
ている総@である.

・リスクのま定畿によって生まれるリスクマネジメントの怠‘
ロリスクマネタメント.f-_絡するζとによって、少しずつ企a障が目
織している紋況に近づけているとか事実.がWてるζとが文句

また、リスクが『目的に対する不確実さの影響J

となったことから、リスクは必ずしも悪いことば
かりでなく、影響には期待されている良い方向も

あるとして、いわゆるポジティプリスクがありえ
るということになった。

I鉛31000にはリスクマネジメントの原則が掲げ

られている。との原則は次のような背景から舎か
れている。

・価値を創造し、保護するものである。

・ネガティブな影響を管理するプロセスに留ま
らず、組織のあらゆるプロセスにおいて不可

欠な郁分であり、意思決定の一部である。

・組織に合わせて作られ、人的及び文化的要因
を考慮に入れるものである。
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-組織の継続的改善を促進するもとのとして位
置づけており、透明性が島り、かつ、包括的

であり、周辺状況により変化するリスクに対
応ずるものである。

リスクマネジメントの原則は、むしろ理念、原

理と言った方が適切かもしれない。

IIS031000の構造

| リスクマ本ジメントの厩則

最初の「指令およびコミットメント」は、経営

者が発するもので、リスクマネジメントを導入し

常にその有効性老確実にするために必要なもので
ある。

次は「リスクの運用管理のための枠組みの設計J

であるo rリスクマネジメントj を声高く要求す
るのではなく、組織の現状に即し、効果的かつ効

事的な形で日常の実務及びプロセスのすべてに「リ
スクj という考え方を植え付けることが重要でか

つ望ましい。

更に、「リスクマネジメントの実践j である。と
れば、現実的には、適切な時期及び戦略金決めた

うえで行うことがよい。そのためには、リスクマ

ネジメントに関する情報提供、実務を行っている
要員すべての教育訓練の場の設定が必要である。

実践後は、計画通りに、悪い方向は回避される
状態になっているか、好ましい方向の場合はそれ

を追い求めているかなどを監視〈モニタリング}

したり、区切りのよいところで今までの見直し{レ
ビュー)金行う。

実施したモニタリングとレビューの結果に基づ

きリスクマネジメントの方針、枠組み、計画など



果を得ることになってしまうロ

リスク評価の目的は、リスク対応の必要性、優

先順位などを決定するために行われるので、でき
るだけ定量化され、客観的な材料が提供されると

よい。評価の結果、意志決定がされることになる。

-そのリスクから便益を得る組織以外について

も考慮する。
・法律その他の規制に反していないか確認する0

.現在のままでよいという結論もあり得る。

-更にリスク分析をしなければならないという

決定もあり得る。

ここで最も重要なことは、法的規制事項を順守

しているかという問いかけである。組織は経済的

効率を求めてつい行き過ぎるととがあるので、リ

スク対応においては法樟を守るという大原則を前

提に実践しなければならない。

如何にリスクを回避するかを実践する。好機と

みたならばリスクを取る又は増加する活動も行う。

を変更、改善する。このことは、継続的に行われ

るようにするととがポイントである。
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リスクマネジメントの一連の実践において、忘

れてならないことにコミュニケーション活動がある。

利害関係者によって、同じ施策が対応によって正

の影響になったり、負の影響になったりするので

関保者と良好なコミュニケーションをとらなけれ

ばならない。

リスクの特定については、組織が達成しようと

している目標を促進する事象、妨害する事象、低

下もしくは遅延させる事象を中心に検討(組織の

コントロール下にあるととだけでなく、組織の管

理外のことも)するととがよい。
リスクの分析は一連の活動のプロセスにおいて

重要なステップである。リスクの原因を分析する
ととは容易ではない。そのリスクがどうして考え

られるのか、そのようなととが予測されるのはな

ぜか?を推論しなければならない。
考えられた原因が適切なものであると、その後

の活動は的を射た効果的なものになる。反対に、

適切でないととを原因と目した場合は、反対の結

-リスクマネジメント:ネガティブな影響の量小化か
ら、組織目的の支援の仕組みに

|進化するリスクマネジメント

-既存のリスクマネジメント規格を補佐し、目的達
成を支援する18031000

-リスクマネジメント担当者も変化を
ロ担当分野の視点だけでなく組織のミッションの視点か
らの検討を

リスクマネジメントは発展の途上にあるツール

であり、これからもいろいろな発展が期待できる

マネジメント手法である。

弊社平林良人代表取締役による『今後のIS09001 に関するQMSコンセプ卜j

100人)による次期規格への意見、見解、表明であ

り、参考文書として扱われるもので、次期規格

lS09001の草案の一部となるものではない。本文

は100ページを超える大作であり、 18項目の概念

に趨められたものであるロ以下に、1.組織の財源

"" 18. 情報マネジメント技術とその変化の影響につ
いてスライドで説明をする。

QMSコンセプトはFuture Conceptと呼ばれ、こ

れは2009年TC176東京総会において、次期

IS09001改定に対して盛り込みたいコンセプトと
して検討が始まった。 2010年、ポコ夕、シドニー
会議においても継続して議論、検討が行われた後、

2011年、北京総会において最終確認がされた。

位置づけとしては、エキスパート(約50ヶ国

|2 コbニーン 1 I 組織の財源 |目
: Financial Resources of the Organization 目

-コミュニケーションlι リーダーシッブのスタイルによって
さまざまなものがありえるが、その方法は組織の風土
文化の一割lになっている。組織の経営者たちは、日常
の中で業務の一部としてコミュニケーションをしなければ
ならない。

・現在 ISO 9∞1 では顧客とのコミュ=ケーション及び
肉部コミュニケーションについて言及しているが、改定
でも、この両方のコミュニケーションは考慮されることが
望ましい。
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-財源に闘する情報Iま組織にとって重要な要求事項で
あるが、それについて1509回1は特に言及していない。

.組織の財務状況が、一貫して顧客要求事項(持続的な
パフォーマンス)を満たすという組織能力を危険に晒す
のであるならば、 QMS の運用に影響があるということで
[SO 叩01の範囲といえる。

・そのような考寝から、以下に関して財源の影響をより
重要視する場合があり得る，

-品質マネジメントの経済的側面
.資源マネジメント



3 時間、スピード、機敏さ、及び関連する側面 | 
:.  - _. .1.. . . 

-時問、スピーに及び機敏さは、マネジメント
システムを設計する際に考慮されることが望ましい。
これらは特にプロセス設計、製品実現及びサービス
の提供に適用されることが望ましい。

.しかし、現時点では、このコンセプトを要求事項の文書
に含めることが望ましいという合意には至っていない。

91品管ミマネジメントの原則一一一一一一一一一一?園

町温品品骨折長高知厄ι一三~
-晶質マネジメントの原則は 1995年に記述された。
私たちを取り巻く現在の事業環境及び変化のスピード
を鑑みて、品質マネジメントの原則が今なお適切である
かどうか、を検討することは重要なことである。

.QMPs はより総合的なポートフオリオや製品ラインを
開発するために、より拡大された用途に対応できるよう
見直すのが望ましい。

.QMPs の更新では、他のマネジメントシステムで用いら
れている他の成熟度モデル及び原則を含めて、他の組
織、事業原則、コンセプトに用いられている原則とQMPs
がどのように整合するかも検討することが望ましい。

lëJビジネスの経営慣行との整合性 | 

:Alignment with Business Management Practices 

-現実的なビジネス慣行を反映するために、すなわち
企業が運営している現在の方法をより良〈反映させる
ように規格の改定を検証することがよい。

・ビジネスで実際に使用されている用語を用いることに
より、多くの組織に1809001 を理解させ、 1809001を
導入させる可能性を増やすことになる。

・それはまた、 [809001要求事項は組織の経営慣行とは
異なる何らかの活動である、という経営者の思い込みを
減らすことに役立つことになる。

.180 9001 :2008 における序文の0.1 と 0.4 は矛盾している。
1509∞1 回初08 序文 0.1 はリスクの考察を含んでいる。「組織の
QM5の設計及び実行は、a)組織環境、組織環境の変化、及び
組織環境に関連するリスクによって影響を受ける。 J
1509∞1 田却08 の序文 0.4 では、 1509∞1 にリスクマネジメントl立
入っていないという認識を述べている。『この規格には、環境マネ
ジメント、労働安全衛生マネジメント、財務マネジメント又はリスク
マネジメントのような他のマネジメントシステムに固有な要求事項
は含まれていない。』

・リスクベースの考えは、適切な事前コントロールは組織
において効果的に行われるべきであり、マネジメント
システムにはっきものであると考えることが望ましい。
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-組織の製品及びサービスに関する法令・規制要求事項
の重要性、たとえば回収、処分などが増えつつあること
の認識を盛り込む。

.ユーザーの観点からは、「品質」はしばしば「耐久性が
ある」と同義語であることから、製品はある一定期間
を通じて要求事項を満たすと考えられている。

.この一定期聞の長さは製品ごとに異なるが、ユーザー
が期待する期聞の製品ライフサイクルを定義し、その
期間における活動を明確にすることが望ましい。

・製品ライフサイクルの全ての段階には、製品に対する
多くのステークホルダーがいる。これらのステーク
ホルダーすべてが要求事項を持っている。

!.a[臨
・サプライチェーンにおける現在の問題には次のような
ものがある。
・グローパJレ化(国肉組織及び多国籍組織肉の相互関係)
・事業継続性及びサプライチェーンの安全性(偽造、組悪品から
の防御)
.バーチャルオーガニゼーションの出現(すべての直接的製品
実現活動がアウトソースされるー設計・開発、製造、配送など)
・従来の商取引の供給者と購入者の関係を超えた組織聞の
戦略的提携
・ジャストインタイム製造戦略及びベンダー主導型在庫管理
・エンタープライズーリソースープランニング(ERP) システムの役割
及びQM5との関係
-低温毘送管理を必要とする製品配送
・顧客のニーズに合わせた特別注文(受注手配戦略一顧客から
受注してから生産)
-製品及び製品実現プロセス肉の急速な変化及び変更管理

-製品の適合性は1809001 に欠くことができない最重要
事項であり、製品及びサービスのパフォーマンス(定義、
管理、測定、評価、フィードパック及び改善)は規格の
中心になければならない。

.1809001認証組織から出荷される製品(またはサーピ
ス)品質は、サプライチェーン内のどの顧客からも信頼
が得られるようにおo 9001要求事項は製品適合性を
さらに重視することが望ましい。

・品質を製品に組み込むためには、実現プロセス(設計
を含む)の効果的な管理によって実現されることが望ま
しい。それぞれの(中間)製品の品質は、「質の高い」
最終製品を提供するために管理されることが望ましい。

10 組…の顧客の明確…別
: Clarification and differentiation of the multiple 

customers of an or anization 

.1809001 は顧客という用語を 25 回使用している。
多くの場合に、顧客は組織の外部におり、製品を購入
する組織または人である。しかし、この用語はそれが
使用されている箇条により異なる意味をもっていること
は明らかである。

.r顧客」という用語は以下のように用いられているが、
これに限ることではない。

・あるプロセスが他プロセスから製品を受け取る形の内部顧客

.製品を提供される閉じ会社の他部署

・最終ユーザー製品を使用する人(B to B) 

・市場ユーザー製品が売られる市場にいる不特定多数顧客
(Bto C) 



-さまざまなセクターで、プロセスの革新の重要性が認識
されている。事実、すべての業種において、プロセスの
革新が積極的に進められている。

・プロセスを革新することで、有効かつ効率的に要求
事項を実行することができ、組織の競争力が高まる。

・プロセスの革新の導入のために、実用的なアプローチ
を指針文書にする可能性もある。

.[809001 は「インフラを維持すること」に言及している
(箇条6.3) が、『維持する』という用語は[809001 の
さまざまな文脈で使われている。たとえば、「記録を
維持すること」という表現である。インフラの維持の
コンセプトは製品品質との関連で重要である。

・現在製造業においては、広範囲のアプローチが行われ
ており、全員参加の生産保全(TPM: To凶 Productive
Maintenan白人総合設備効率(OEE: Overall 
Equipment E仔'ectiven巴ss)などがある。

.ソフト産業においては、ハードウエア及びアプリケーショ
ンの維持による、 24時間連続システム稼働が重要であ
る。

-適切にQM8を設計し、 QM8の目標を定め、その目標を
達成するためのプロセスを特定して、プロセス聞の関係
を決め、プロセスを組織構造に関連づけて考えることが
必要である。

・さらに、プロセスの実行を成功させるために、該当する
プロセスを構成する要素に理解して、 PDCA のコンセプ
ト及びプロセスマネジメントに基づいてこれらの要素を
管理することが必要である。

.QM8の目標をさらに効果的かつ効率的に達成するため
に、これらのプロセスを改善することも重要である。

.rプロセスマネジメント』は効果的かつ効率的な管理への
重要なアプローチであり、原則である。

-個人が持っている、あるいは組織のプロセスまたは
慣行に組み込まれている知識をデータ化する。

・組織は、技術的解決策や設計原則に関連する最新の
有効情報を保有していなければならない。
・最後に有効にされた情報を提供する

・定着されたプロセスに従ってデータペースを更新する
.最先端技術を認識する

・最新の技術に関する情報を逐次得る
.技術展示会

・高度な研究(研究所、高等学校)

.新入社員を訓練する
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-人的資源はOM8 課題の中心にあるものであり、
[809001 に体系的で効率的な力量管理のアプローチを
強調して構築する必要がある。

・一つのオプションとして、 [809001 をーから根本的に
設計し直し、人中心、つまり人が単なる資源として扱わ
れることなく「人第一」に構成しなおすことが考えられる。

・人以外の資源は、人が目的を達成することを支援する。
プロセスアプローチは依然適用されるだろうが、プロセ
スアプローチは人と人との相互関係、つまり供給者、
組織、顧客などからなる要員相互の関係を明確にし、
対処することを目的とする。

.QM8 の実行において品質ツールに関連して2つの課題
がある。一つは、品質ツールの定義が不明瞭で、適用
において個々に食い違っていることである。二つ目は、
品質ツールの使用方法に関する知識が欠如している
ことである。

.このコンセプトの主要な目的は、 QM8 の実行の中で
考慮すべき品質ツールを明らかにしてそれに関する
合意を得ることである。

・規格のユーザーは、どんな品質ツールを使うべきかを
どのように知るだろうか。ユーザーはどの品質ツールが
利用できるかをEし〈認識していない。

・9001 規格に組み込まれる品質ツールとしては、まず
プロセスに関したものがあげられる。

i"'l~(:lの構造とru;."Rl作業 (JTCJ) との関係 |目
:!þ1mm!i!iiI.! iI.]i'lf:I'!'I'iTl l;mmr;mj!!"iJ!!!lIjiJi'ir.1:IW;;~ I 

-マネジメントシステム規格のためのハイレベル構造に
ついての作業(JTCG)が行われている。同意にいたれ
ば[809001をはじめとすべてのマネジメントシステム
規格(M88) のための共通テキストと構造が得られる
ことになるであろう。

.共通テキストの一定部分はすべてのM88 に使用され
ねばならないが、個々のM88 特有のニーズについても
配慮される。

.[809001 に最適であると思われているものと、共通
テキスト、構造を使用してほしいという願いに妥協が
成立するかもしれない。

if;)I情報マネジメント技術とその変化の影響 | 
illli.g f4l'!1.mj1jT!] [.hUj ， t.I~&j ， hUþj ti1 m"]. ，.g，~[.]，，， 
Management 

-情報技術の一つ一つの変化は、情報を送り出し保管
する方法に影響を与える可能性がある。企業内部の
コミュニケーションプロセスにこれらの変化が予測され、
採用されるとよい。

.OM8 規格の要求事項の改定に際しては、情報マネジメ
ント技術の進化とその背景を見直しするとよい。

・オプションのーっとして、 9001箇条6r資源の運用管理」
に情報及び技術の新しいカテゴリーまたは項目を加える。



する手引きの中の付録Aooendix3 r上位構造、共

通の中核となるテキスト、共通用語及び中核とな

る定義」が重要なところです。

マネジメントシステム開発の構造を示しているも

のです。「用語」も既に定義されています。

附属書SL(Annex SL)の適用

附属書SL(Annex SL)の適用

- それぞれのマネジメント
規格を開発する場合に
は，できる限りこれらを
使い.分野固有の要求
事項lま既存の文・に追
加することが推奨されて
いる

「運用」が現行の9001 : 7章に対応する部分で、

製品実現の項目が並ぶところですが、構造が決め

られています。

出来る限りこれに従い、分野固有の要求事項は

既存の文書に追加することが推奨されています。

分野に固有な事項の表現はどうしたらよいかとい

うと、例外的な表現を使う理由を表明しなくては

なりません。

果たしてすべてのマネジメントシステム規格に

こうした記述方法が当てはまるのか、追加につい

ても適用が示されておりますが、どこまで許され

るかは分かっていません。
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2012年刊月サンクトベテルブルグ会議

• WG24会合
. .加:エキスパート50名強，オブザーバー，20名強
. 日本エキスパート:須田晋介氏(テクノファ).山田秀氏(筑波末学}

. 成果
. Annex5Lに1509001:2∞唱の要求事項とそれ以外の要家事項を
組込んだラフドラフトを部分的に作成

. 修文したものが12月中旬ー下旬に多加園に配布予定

・ 会担期聞で開発したラフドラフトは， 十分にその表現を倹討したも
のではない

. 日本コメントへの対応
・ 固有法術の量得・向上 .反対意見もな(.それぞれの箇条のドラフト
作成で考慮

・ ヒューマンエラーの仕組み:表現上の問題でうま〈伝わらなかった
おそれあり

. パコォーマンスについての規定:おおむね好章的

.ラフワーキングドラフトについて
2012年11月サンクトペテルプルグ会議で検討さ

れた内容及び方針は下図のとおりです。

2008年版は小修正でして当時残された課題・コ

メントについても恐らくこれからインプットとし

て入ってくることになると思います。

ラフワーキングドラフトの作成方針

~宿ftS論ESP・帽をする方針で怖今後もAnnex

忠弘主主tdE毛協お;議院三bhZ長官官書繋ぎ融池SZ
(3)Fu知市田n四肉にあげられている旬項目の分担

mg鰐持日お話通fJ325T鶴F田淵』プロセスマ串ジメント.

状提によってl孟組込む事項:コ亘ュニケーションー~イム・スピード・アジリ子ィ.Qt，1原則 ，
ピーネスtの聾合.ライフサイヲルマネジメントーナレッジマネジMントなど

考慮しない事項 :財事的状況， 品質ツール

(4)ISO 9001:20C喝破正時に反映できなかったコメントCTG1.19)
瞬a岡E横肘す611由イシブヲト

ラフワーキングドラフトの作成方針

Ann円匝 SLA>jよヒ位構造、
唱遭岡範固|共遁周筒、共遁テキ且ト
2 
3.用匝及ぴ定.

4 組織の載況

5. リ--'1ーシヲプ. ....... .................... . 
11... ....... ........"'........"'..... 11 

S 針圃
11 ....... .... . ....... ...... . 
11 ....... ................... . 

7.実鰻
. ....... ....11 ....... ........ . ,....... ................... . 

8. 軍用,. ...... .................... . 
.剛・・・・"'""".. 11 11 剛・・・・・ ."'.....11 ，.

且パフォーマシZ胃値. ....... .... . ....... ........ . . ....... ................... . 
10.班膏

咽剛.......... "......剛剛・・・・・咽・・
.陶.....醐・・・・・・・・・・・・・・...... 

| F山間間国向 | 

I ~醐年班時崎 |
み残し

| 各固からの週加要求 |

ラフワーキングドラフトの現状は、例えば

Annex SL: 6章「計画』ではリスク及び機会への

取組について、既に共通構造として「リスク及び

機会への取組J が箇条として挙がっていますから、



「

リスクの記述が強化される乙とは分かっています。

7 章「支援」でも力量の分野ではユーザーサー

ベイからKnowl剖geの追加改Eなどが検討されて

いるととろです.

少なくとも共通構造に従う段階で、見た目は大

きく変わる可能性があります。この共通構造に従

って書かれた規格に交通安全マネジメントシステ

ムがありますので、参考までにご覧頂くのもよい

かと思います.

最後に、 WG24がワーキングドラフトを作ると

言いましたが、私はWG23のチームに所属してお

りまして、そとでの括動はComm出話回世onsand

oroductsu回氾抗になります。

JSO 9000関係の規格を分かり易くするための様々

な支援文書、 或いは解釈等のサポートを検討して

います.

サンクトベテルプルクでの第 1 回会議では移行

計画や支援ガイド作成、或いはFAQ、 SC2ワェプ

サイトで分かり易く出す、中小企業向けのハンド

ブックなどの取組課題が検討されました.

180.πC 176/8C2JWG23の活動

. Commun抱aüonsand pltlduct support 
. 格有な支軍文書， Wel.地どにより， 180ω∞園通の規絡を様々な

二Lーザ1=封Lて膏倍すること

・ 取り組む課題
. 移行計画

. 支援文書

. 適用!二関するガイド

. 180個別の適用ガイド

. ISO鈎04の適用ガイ戸. ... ... 
• c口問la'世間Anne軍

・ FAQ
• SC2のウヱフサイト
. 中小企竃向けハンドブック

その中で重要だと思ったのがcorrelation

Annex:を作ることです。

どういうものかというと、 ISO 9001:201X年版

のAnnexに付けるもので対照表になります。

2008年版が201X年版に移行したときに要求事

項がどのように変化したかが分かるように、対応

関係を示す文書になります.

用語の定義ではIS<コ 9000:2005年版と201X年

版の比較表を作ることになります。

左端がE幻 9001:2008年版で、 WD、∞、 DIS.

FDISと変わっていくわけです.

Correlation Annex 

間酬澗 | 回 IT~or由叩|伽m目 | 白川誠 l ・ 円宮町旬

4.1 ー糊孟圃

4.2 
間栂01目却0・ IWD T~or曲叩加m.1 eom .. 叫 ・ 》園育官開同句

孟互富庄一四1 c固 1 TJpedc:ll.ngo I CormI.1ーペ
司王 19舗01澗|闘 1 Typoo or曲叩|旬"'.1 蜘耐|

ヨ~
ー一 片14.2τ~ 曲聞1:200II 1 FI抽Typ・d由国go1 CormI.1 Comm.m 

ーニー一回 4.2
ヨ23 4.2 

」ニニー
4.2 4.2.1 7.5.1 

4.2.2 Non・

4.2.s 7.5.3 

.... ..... 

それぞれに対応した対照表を作成しようとWG23

では考えていますが、解釈など難しい作業になる

と感じています.実際活用する上では皆様方にと

って重要な表になると思います。

.まとめ

まとめとして、 I回 201X年版の改正作業はまだ

始まったばかりで、発行は早くて2015年 9 月以降

です。それから、Annex: SLの適用により見た目は

大きく変わります。

要求事項の追加は少なくともリスク、パフォー

マンス等で入るように、かなりあるのではないか

と考えられます。

本当にこの共通構造で行くのかという事ですカえ

私は多分行くと見ております。追加、逸脱につい

ては今後の議論次第だと思いますが、そとを注視

しながら皆様からもいろいろな機会を通じてコメ

ントを出していただければと思います。

ご静聴有難うございました.
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